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ルベ シ。結核菌 ノ増殖阻止作用 テ有 スル血漿 ニ

ァリテモ、 ソノ反應 ラ弱 酸性 ニ スル時 ハ輕度 ナ

ガ ラモ結核菌 ノ増殖 スル場合 アレバ コノ貼 注意

テ要 ス。

結 論

(1)「 グ リセ リン」加 「ブイヨン」ノ水素 「イオンJ

濃 度テ盤酸 又ハ炭酸 「ソー ダ」ノ添 加 二依 テ種 々

憂動 セシメ、 人型結核 菌(上 池株)ノ 檜殖度 ラ検

スルニP践6・2乃 至6.8ノ 範 園 二於 テ檜殖 ハ旺

盛 ナリ。

(2)家 兎血奨 二就 キテ種 々 ソノ水素 ドイオ ン」濃

度 ヲ憂動 セ シメテ壇殖度 テ検 スルニ、コレ亦PH

6、2乃 至6・8ノ 範園 二於 テ増殖 ハ旺盛 ナ リ。

(3)結 核 菌増殖阻止作 用 テ有 スル結核感染家兎

血漿 二就 キテ結核菌 ノ増殖 度 ヲ窺 フニ、血漿 ノ

水素 隔 オン」濃度 ヲ菌増殖 二好適 ナ ラシムルモ

結核菌 ノ増殖 ハ概 ネ不良 ナ リ.(以 上)
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四、血液ノ物理化學的性状 卜血液内結核菌培養

附 全血液内結核菌培養ノー新法二就テ
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(本論文ノ要旨ハ昭和9年 日本結核病學會総會二壁表セリ)

第 一章 緒 言

余 ハ既 二第三篇 二於 テ詳述 セル如 ク、結核 菌 ノ

増殖 二封 シソノ「メヂ ウムJノ 水素 「4オ ンJ濃 度

ハ頗 ル重大 ナル關係 ラ有 スル所 ニ シテ、更 二余

ハ ソノ檜殖 二好適 ナル 「メヂ ウムjノ 反慮 ハPH

ニ テ6.2乃 至6.8ノ 間 二存 スル旨 テ力設 セリ。

而 シテ結核菌 ラ培養 スルニ當 リ血液 ソノモ ノテ

用ユ ル所謂Slidecellcultureノ 如 キニ アリテ

ヘ ソノ使環 スペ キ血液 ハ直 チニ培 養 戸 メヂ

ウム」二他 ナラザル ガ故 二、培 養操作 ノ全過程 ヲ

通 ジテコノ血液 ノ水素 「4オ ン」濃 度 二關 シテハ

精細 ナル観 察 ヲ要 スベ シ。 即 チSlidecellcul-

ture二 於 テ結核菌 ノ檜殖 スル ト否 トガ、吾人

ノ興味テ引ク所以ノモ ノハー二該血液中既存 ノ

特異蚊二非特異性檜殖阻止物質 ノ消長テ窺知 シ

得ル黙二存スレドモ、結核菌 ノ檜殖 二封 シ血液

自膿 ノ水素「4オ ン」濃度モ亦重大 ナル關係アル

テ看過スベカラザルナリ。

余 ハ先ヅ以テSlidecellculture二 於ケル血液

ノ水素 「イオン」濃度 ノ状態拉ニソノ愛動 ラ窺知

センガ爲二今村教授指導 ノ下二下記方法二從 ヒ

實験二從事 セリ。

而 シテ本實験成績 ノ大要ハ既二昭和9年 日本結

核病學會縮會二於テ綾表 セシ所 ナリ。

第二章 生饅外 二探i出セラレタル家兎憩 昌海獲血漿水素 「4オ ン」

濃度 二及 ボス大氣 環ii響

Slidecellcultureノ 實 施 方法 ハ甑 二緒方等 二

依 リテ詳述 セラ レタル所 ナルモ、 ソノ要 ハニ枚

ノ載物硝子間隙 二菌 ラ混合 セル血液 テ滴 下封入

シテー定期 間培養 スルニ在 リ。即 チ ソノ血液 ハ

ー定容積 ノ室氣 ノ存在 ノ下 二振 氏37度 ノ鰐卵

器 内 二薮 日ラ経過 スルモ ノナルテ以 テ、 ソ ノ水

素 殉 オ ン」濃度 ハ菌側 ノ影響 ノ他 二室氣 ト熱 ト

ノ影響 ラ受 ケテ多少 トモ攣化 スル事 アルベ シ。

否血液 ハ他 ノ液艦 ト頗 ルソ ノ性歌 ラ異 ニスル所

多 々アルラ以 テ、生膿外 二探出 セ ラレタル上 ハ

種kナ ル要約 二依 リテ ソノ水素 「4オ ンj濃 度ハ

特 二攣 化 シ易 キ理由 ア リ。

余 ハ初 メSlidecellculture二 於 ケル血液水素

「イオン」濃度 ノ攣動 ノ歌態 テ知 ラント欲 シ
、先

ヅ家兎血漿 二就 キテ實験 ラ行 ピタ リ。

第 一 節 實 験 準 備 蛇 二實 験 方 法

血液 ノ凝 固防止 卜探血法 血液 ノ凝 固スル テ防

止 スル 目的 ヲ以 テ修酸 「カ リウム」ハ絢櫛酸 ナ

トリウムJノ 少量 テ 血液 二添加 スルモ何等 水素

「4オ ンj濃 度 二攣化 テ來 サ ・"ルハ夙 二Cullen

加 藤 ・井上 ノ謹 スル所 ナ リ。而 シテ探血 二際 シ

テハ井上 ノ例 二微 ヒ、30琵 ノ注射器筒 ノ先端蚊

二注射針 二血液10・0琵 二封 シ10%修 酸 加里水

溶液0。2蝿 ノ比 トナル如 ク豫 メ同液 ラ入 レ置キ

タ リ。然 ル時ハ血液 ノ凝 固 テ防止 スル ト共 二、

注射 器筒 内 二氣泡 ノ侵 入 スル儂 レナ シ。斯 クテ

成 育健康常家 兎 ヨ リ、心穿刺 二依 リ全探血 ノ目

的 ニテ可及的大量 ノ血液 テ探 取 ス。探 取 セル血

液 ハ直 チニ豫 メ流動 「パ ラフ,ン 」テ充 セル「ス

ピッツグ ラス」二 空氣 二接鯛 セ シメザル様 注意

シツ ・移 シ、遼心沈澱 セシムル時 ハ流動 「バ ラフ

イ ンJ・血漿 ・血液固形成分 ノ三層 二分 レ テ析出

スルテ見 ルベ シ。

の

ij(二20SIE注 射 器 テ トリソ～先端接合部拉 二 注

射針 内 テ、炭酸 ヲ除去 セル生理的食盛水 ニテ充

タ シツ ・器筒 内 ノ氣泡 テ完全 二排除 シ、次 デ建

心析 出 セ シメタル血漿 テ吸 引 ス。

小試験管14本 テニ列 二分 チ、一列7本 ニハ流動

「パ ラフィン」テ充 シ、他列7本 ハ ソノマ ・K

各 コレ等試験管 二前述 ノ如 クシテ得 タル血漿 ラ



第9號 】 西村=結 核二及ボス「アチドーゼノ 影響二關スル實験的研究 831

1琵 宛 分注 ス。 分注 ノ上ハ管 ロテ封蝋 テ以 テ密

栓 シ、囁氏37度 ノ解卵器 内 二納 ム。爾後毎 日各

列1本 宛 ラ取 リ出 シテソノ水素 「イ オン」濃度 テ

測定 ス。

爾流動 「パ ラフィン」テ充 サ ・"ル試験管列 二於 テ

ソノ各封 入 セラ レタル試験管 内 ノ室氣容量 ハ、

血漿容量 ノ大約20培 トセ リ。右容量比20:1ハ

從 來行 ヒタルSlidecellculture=於 ケ ルニ載

(第1表)

物硝子間隙 テ充 ス室氣量 ト血液量 トノ比 二近似

セル所ナリ。

水素砺 オン」濃度 ノ測定ハ以下総 テ瓦斯連鎖法

り用 ヒ水素電極ハ被検液少量ナルラ以 テ、小型

二考案セルMichaelis/U字 電極 ラ使用セリ。

第二節 實 瞼 成績

先 ヅ健常家兎血漿二就 キテ行 ヒタル實験成績ハ

左 ノ如 シ。

家 兎 血 漿水 素 「ll一 ソ」濃 度 二及 ボ ス大氣 ノ影 響(370C二 於 ケ ル)

(第 一 實 験)

庭 …、講 遡 鷺内
8.098。078.098.108.05

日後3日 後4日 後5日 後6日 後7日`

兎
♂
重
武

乳

50

家
B
艦

29

血
漿
距

血漿ハ空氣 ト接

鮒ス

亙

兎

♂
重

瓦

a

oo

家
R
盟
幻

血
漿
距

流 動 「パ ラ フィソ」
ニテ 空氣 遮 噺

血漿ハ空氣 ト接
働ス

流 動 「バ ラ フィソ」
ニ テ空 氣 遮 噺

測 定 時 温 度

測 定 日1933

7.457,42

7.41

27。C

261VI

8.00

7.49

29℃

271VI

7.4.5

8。03

7.45

2gco

28/VI

7.41

8.07

7.49

28℃

291VI

7。49

8.07

7.52

7。48

8。05

il7
・52i7・54i7・54

8.108.12・

周

7。49i7・52澤

A

8。098.109

謎

翻鷲
30℃

諾1

懸

2/VII

註 測定時温度が各異ナル爲PHノ ・スベテ37ec二 補正ス

(第2表)家 兎血漿水素「イオソ」濃度二及ボス大氣 ノ影響(37"C二 於 ヶル)

(第 二 實 験)

血
漿
珈

兎

捨
重
瓦

11

50

家
B
盟
26

血漿ハ空氣 ト接
鋤ス

流動「バラフィソj
ニテ空氣遮断

測 定 時 温 度

測 定 日1933

探鯛 ・日後12畷3日 後4咽5日 後i6咽7日 後

S.ool7.9S

9/vrlll10/VIII五 雇 掘 町

日

揮

蝿

Q
。お

註 測定温度ガ各異ナル爲PHハ スベテ37℃ 二補正ス

次 二家 兎血漿 二於 クル同一 ナル實験 ラ健常海瞑

ノ血漿 二就 キテ行 ヒタ リ。但 シ海狽 ニテハ得 ラ

ルベキ血漿量 ハ 家 兎 二比 シ テ著 シク少量 ナル

爲、7日 間 ノ水素 「イオンJ濃 度 ノ攣化 ラ毎 日検

シ得ザルハ遺憾 ナ リ。

右家兎拉 二海狸血漿 二就 キテ ソノ水素 「イオン」

濃度 ノ攣化 テ観察 スルニ、血漿 ガ室氣 ト直接接

(第3表)海 狸血漿水素「イオン」濃度二及

ボス大氣 ノ影響(37℃ 二於ケル)

曜
　

蔽B
.1

♂
440瓦

血

漿
PH

空氣接燭

空氣遮噺

37℃ 艀 卵器内

探鯛3畷5畷7日 後

青;奮藩1;「
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血
漿
距

肇

蠣
海狸
B.3

♂
390瓦

空氣接燭

空氣遮噺

血 空氣接燭

漿
PH 空氣遮噺

1

濾
B蒼4膿!

500瓦

{血舗 獺

iPH{空 氣遮噺

海 狸
B.5

♂
490瓦

弓

調
…

血 離氣接鵤

ll空 氣遮 噺
　

測 定 時 温 度

測 定 日

8。Ol

7.477。56

17.83
___⊥_

7.う2

7.51

7.42

7.54

8。03

7.37

8.01

7。52

8.08

7。58

7.89

30。C

3/V鑓

7。56

8.08

7.47

7.98

7.56

30。C290C

6/V皿81V皿

8.07

7。65

7.90

7.59

腐敗

7。50

8。03

7.54

30℃

10/Vtt

註PHハxベ テ37℃=補 正

燭 スル モ ノハ流動 ドバ ラフィン」二依 リテ室氣 ト

接燭 スルテ遽 断 セ ラレタルモ ノヨリモ、 ソノ反

慮 ハ ヨ リ盤基性 ナ リ。而 モ室氣 ト接燭 シテ ソノ

監基度 テ檜ス ハ1日 後 二於 テ既 二著明 ナルモノ

ニ シテ、 爾後 日撒 ラ経過 スルニ關ハ ラズ盤基度

ハ最早著 シキ増 加 テ來 サズ。流動 「パ ラフ,ン」二

依 リテ室氣 ト直接接燭 スル ヲ防止 セル血漿へ

全経 過 テ通 ジテ輕微 ナ ル盤基度 ノ上昇 アレ ド

モ、コレテ前者 ト比 スル時 ハソ ノ反慮(PH)二 於

テ甚 シキ差異 アリ。換言 セバ室氣接燭血漿 ハ血

漿 本來 ノ反慮 ヨリモ遙 カニ盤基度 ヲ高 ムルモ、

室氣遮断 血漿 ハ比較 的血漿本來 ノ反慮 テ維持 ス

ルモ ノナ リ。 コレガ理論的解決 ハ既 二多撒 ノ人

々 二依 リテ読 述 セ ラレタル所 ニ シテ、 ソノ概略

ハ第三章 ノ終 リニ於 テ述 ベ ン トス。

σ 第三章 生髄外 呂探 出セ ラレタル家兎拉 呂海狸血液 ノ水素 「イオ ン」

濃度 昌及 ボス大氣 ノ影響

Slidecellcultureノ ・全血液 テ以 テ細菌 ノ培 養

テ行 フモ ノナ レバ、既述 ノ第二章 ノ余 ノ實験 二

依 リテ大略右全証皿液水素 『イオ ン」濃度 ノ攣動 テ

推 察 シ得 ベ シ ト難 モ、嚴格 ナル意味 ヨリス レバ

赤血球 モ亦1血液 ノ水素 「イオ ン」濃度 二封 シー脈

ノ關係 テ有 スルモ ノナ レバ、血漿 二於 ケル ト同

一一ナル實験 テ全並且液 二就 キテモ實施 スベ キハ當

然 ナルベ シ.

第 一 節 實 験 準 備 蛇 二實 瞼 方 法

梶

(第4表 ナ

余 ハ微量 ノ修酸「カ リウム」添加 二依 リテ家兎拉

二海猿血液 ノ凝固テ防止 シ、第二章 ノ實験 ト同

様 ナル方法 ノ下ニソノ水素「イオン」濃度二及ボ

ス大氣 ノ影響 ラ検 シタリ。探血時 ノ注意拉 二操

作水素「イオン」濃度 ノ測定法等ハ何 レモ前章 ト

同ジ。

第 二節 實 瞼 成績

先 ヅ健常家兎血液 二就 キテ行 ヒタル實験成績ハ

左 ノ如 シ。

家兎血液水素「イオソ」濃度二及teス 大氣 ノ影響(37。C二 於ケル)

B4…轡 綴 欝

B.5血 潮 空氣獺{P引
空氣颪

測 定 時 温 度

測 定 日

璽
7。43

32℃

25/V皿

7.92

7。45

8.03

7.45

30℃

261V皿

37"C艀 卵 器 内

7.91

7.45

8.01

7。48

30℃

271VI[

17 。95

7.48

8。01

7.48

31℃

281V証

卵 器 内

陶 後陣 後16咽7日 後
8.00 7・97i7・97 8.01

脳 揮
oうq

7.51 7,517.53 7.530}碧
願

8.08 8,058.05
…

8.08

7.557.50 7,487.51

31℃
i

30℃31℃ 31。C

291V∬ 301V皿31!V皿 11V皿

謬臨諭

註PHハ37℃ 二補 正 ス

次 二家 兎血液 二於 クル ト同一ナル實験 テ健常海 猿 ノ血液 二就 テ行 セタ リ。 ソノ成績 左 ノ如 シゼ

羅
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(第5表)海 狸血液水素「イオ}く膿 度二及

ボス大氣 ノ影響(37◎C二 於ケル)

B.6阻 液

一 一 『}

空氣接働

P鷺 空氣遮噺
一 一

B.7 血液

PH

空氣接燭
一 …

空氣遮噺

B8t血 液 空氣接燭

PH 空氣遮噺

B.9 血液

PH

空氣接醐
一 一 ▽

空氣遮漸

B.10 血液
一

空氣接燭一一
tPH 空氣覇
測 定 時 温 度

測 定 日,一

37ec艀 卵 器 内

探圃3畷5畷 面]
{7.98{

7.50
… 一 一一一{

i8.0ろ{8。039.071

空 氣蓮 餅 膏17。527.52i7.55

i;il蹄÷}

7.98

7.44

8.07

一一一一i-一 一一i

空 氣 遮 断7.5517.57

30℃

「

7.55

8。15

7・98i8.03

　7
.45}7。50

8。09

7.55

8.17

7.61

31℃{:llCC

,31V皿16/V皿}8!V皿

註PHハ ス ベ テ37℃ 二補 正

8.12

7.59

1:ll

網

右家 兎蚊 二海猿 二就 キ テソノ水素 「イオ づ 濃度

ノ攣化 テ観察 スルニ、 ソノ状態 ハ全 ク第二章血

漿 二於 ケル場合 ト近似 ス.即 チ室氣 ト接鰯 セ シ

メタル血液 ハ、 ソノ甑 夜本來 ノ生理的PHヨ リ

ハ遙 カニ監基度高 ク、流動 「バ ラ巧 ン。一 依 リテ

室氣接鰯 テ遮断 セノ畷且液 ハ比 較的血液 本來 ノ反

鷹 テ維持 セル テ認 メ タリ.後 者 ト難 モ些細 二観

察 スレバ幾分盤基側 二移動 スル傾 向 アルモ、 ソ

ノ範 園ハ前者 二比 シテ極 メテ輕微 ニ シテ
、甚 シ

キモノニアリテモ漸 ク0・2(PH)内 外 ナ リ
e

血液 ハ元 々 ソノ「ラクム ス」二封 スル反慮 ラ見 ル

モ諒知 セラル ・ガ如 ク盛基性 ニ シテ、 コハ血液

中 ノ「アル カ リ」炭酸盤 ・燐 酸盤・f一プロテ,〉 一ア

ルカリゴ化合物(ア ムモニア ～)及 ビ炭酸 ノ關與

ス ル 事 二因 ス。 ωHenderson二 依 レバー部 ハ

「アムモニ ア」ノ産 生二因 リ
、一部 ハ腎 ヨリ第 一

酸性燐 酸盤 ノ排泄 セ ラル ・事 二因 リテ血液 ノ盤

基姓附與 セ ラレ、隔且 ツソノ盛基度 モ調整 セ ラル

ルモ ノナ リト言 ヘ リ.
ク

血液 ノ盤基度 二封 シ炭酸 ガ重大 ナル役割 テ演 ゼ

ル事實ハ夙 二H6berモ コ レテ唱 へ
、(UtHassel・・

balchu・Lundsgaardモ 切 言 セル所 ナ リ
b氏

等ハ炭酸張 力 ノ30mmHgヨ リ50mmHg二 上

昇 スル時、血液 ノ水素 砺 オ ン」濃度 ハ35%檜

加 シ得 ル モ ノナ リ ト言 ヘ リ。{3)Lundsgaardハ

血液 ノ眞 ノ反磨(WahreReaktion>二 封 シ温度

ト炭酸張 力 トハ重大 ナ ル關係 テ有 スル旨 テ切 言

シ、40mmHg囁i氏38度 二於 テ人血 ハPH・ ・…

7.19テ ナ ル測定値 一7L出シタ リe叉(4)Miehaelis

u.DaVidoffハ 囁 氏37、5度 二於 テ 卒均 静脈 血

ハPH7.35ナ リ ト測示 セ リ。

故 二血液 ノ反癒 テ左右決 定 スルモノハH2CO3

トBHCO,.,ト ノ關係 テ以 テ主 ナルモ ノ トス。勿

論 コノ他 二燐酸監 二就 テハNa2HPO,トNa?

HPO,ト ノ關係 ガ成立 シテ血液 ノ反慮 二或 ル程

度 ノ影響 テ有 シ、更 二蛋 白質 ・ザア ミノJ酸 ・尿 酸

等 モ嚴格 ナル意味 ヨリ言ヘバ ソノ影響 ハ否定 シ

得 ザル所 ナ レ共、 コ レ等 ハ何 レモ前者 二比 シテ

ソノ量 モ輕.微二且 ツ動揺 モ甚少キテ以 テコ レラ問

題 覗 スル ノ要 ナ シ.

H>CO、 トBHCO3ト ノ關係=於 テBHCO,、 テ

吾人 ハ豫備 「アル カリ」ト樗 セル事 ハ周知 ノ所 ナ

リe而 モHendersonノ 提 唱 二從 フモ明 ラカナ

ル如 クHeCO3トBHCO,ト ハ血 中二於 テ恒 ニ

ー定 ノ比 テ保 テル モノニ シテ
、從 テ叉血液反慮

モ恒 ニー定 二保持 セラル ・モ ノナ リ。

齢 鉄K-CH
然 ルニAnhydridformナ ルCO,トHydrat-

formナ ルH,CO.,ト ノ間 ニハ

CO,.十H,,02H,,CO,

ナ ル關係 アルテ以 テ、今若 シ血液 テ生禮外 二探

取 シ自由 二察氣 ト接燭 セシメンカ、室氣 ノ炭酸

分歴 ト血液 ノ炭酸分歴 トノ間 ニハ甚 シキ開 キ ア

ル テ以 テ、大 ナル分厘側 ヨ リ小 ナル分歴側 二向

ヒテCO2ノ 移動 アルハ自明 ノ事 ナ リ
。EPチ1血

液 ノ炭酸分歴 ハ李均40mmHgニ シテ大氣 ノ夫

レノ、

0.03×760
～
100=O・2(mmHg)

ナ ル ラ以 テ、分子 タル 璃CO3ヨ リCO,散 逸

シ・分母 タルBHCO3二 於 テハ見 ルベ キ増 減 ナ

キ爲CHハ 減 少 ス。 即 チ血液 ハ ソノCQ・ ノ飛 ・
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散 二依 リテ ソノ反慮 ハ ヨザ アルカ リ」側 二移行 「

スベ シ。斯 クCO2ガ 血 液反慮 二封 シ重大 ナル

意 義 テ有 セル事 實 ハ更 二血液 ノ緩衝能 ラ検討 ス

ル時 明 ラカナ リ.即 チ今弱酸 ノ不 解離 中性分子

ノ濃度 テAト シ、 ソノ「アル ヵ リ」盤 ノ濃度 ラS

ト ス レ バ

〔昨K・ 書

ナ リ,,コ レ前 二述 ベ タ ルHendersonノ 式 二異

ラ ズ

故 二

PH=-logK--10gA十logS

重炭酸 「ナ トリウムjノ 濃度Sハ 少 量 ノ炭酸 ラ加

フルモ不攣 ナ レバ、dAラ 加 フル事 二依 リテPH

ノ攣動 スル割合 ハ

V-「 論 一1姦
e-K礁

即 チPHノ 攣化 ハA・ 即 チ不 解離CO2ノ 消長

ノ ミニ關 ス。

右事實 ハ明 ラカニ血 液 ガ生艦 外 二探 出 セラレタ

ル上 ハ ソノ反癒 ハ ヨ リ「アル カ リ」側 二扁移 スル

テ示 スモ ノニ シテ、全 血液 ラ以 テ細 菌 ノ培養 ラ

行 フ所謂Slidecellculture二 於 テモ斯 カル攣

化 ハ當然起 リ得 ルモ ノ ト思惟 セラル。

第四章 総括考案姓昌結論

(1)余 ノ行 ヒタル實験方法 二從 ヘバ、生艦外 二

探出 セラレタル家 兎虹 二海猿血漿 ハ 囁 氏37度

二於 テ ソノ大約20倍 容 量 ノ大氣 ト接鰯 スル時

ハ、 ソノ水素 「イオ ン」濃度 ハ既 二1日 後 二於 テ

ソノ正常埴 テ越 エテ遙 カニ減少 スルモ ノナ リ。

(2)更 二血液 二就 キ同一 ナル實験 テ行 フニ、 コ

レ叉大氣 ト接 燭 スル事 二依 リテ1日 後 二於 テ既

二著 シキ水素 「イオ ン」濃度 ノ減 少 アリ。大氣 ト

接鰯 スルラ避 ケ シメ タル血漿 ・血液 ニ ア リテハ、

7日 間 ラ通 ジテ ソノ水素 「イオ ン」濃度ハ ソノ正

常値 テ離 脱 スル事著 シキモ ノニ於 テモ爾 』Lツ僅

カニPHニ テ0.2内 外 ナ リ。

右 ノ事實 ハ理 論的 ニモ炭酸及 ビ重炭酸聰緩衝 液

ノ性質 二從 ヒテ論謹 シ得 ル所 ナ リ。

要之 血液 テ生艦外 二探 出 シ、 ソノ水素 「イオ ン」

結

余 ハ結核菌 ノ全血液 内培養法 タル"Slidecell

eulture"二 於 ケル血液水素 「イ オン」濃度 ノ攣

動 テ窺知 セ ント欲 シ、左記 ノ成績 ラ得 タリ。

(1)生 艦 外 二探 出セ ラ レタル家 兎蚊 二海狸血漿

ハ振 氏37度 二於 テ ソノ大約20倍 容量 ノ大氣 ト

接燭 スル時 ヘ ソノ水素 「4オ ン濃 度 ハ既 二1

日後 二於 テ ソノ生理的正常値 テ越 エテ遙 カニ減

少 スルモ ノナ リ。

濃 度 ガ減 少 スル 事實 ハ主 トシテ血液 ノCO2ラ

失 フ事 二關 スベ シ。今或 ル細菌 テ培 養 スルニ當

リ、 ソ ノ「メヂウム」ノ水素 「イオ ン」濃度 ガソノ

増殖 二關係深 キモ ノ トセバ、血液 ラ以 テ培養 テ

行 フSlidecellcultureノ 如 キモ ノニ於 テハ右

述 ベ シ血液 ノ特質 ハ特 ニ コレテ諒 解 シ置 クベキ

モ ノナルベ シ。

以上余 ノ行 ヒタル實験 ハ、血液 水素「イオ ン」濃

度 二封 スル大氣 ノ=影響 ラ検 スル上 二・・、純正 ナ

ル意味 二於 テ ソノ方法 ノ簡 二過 ギテ適切 ナ ラザ

ル所 多 々 ア リト難 モ、斯 カル方法 二依 リテ余 二

直接關係深 キ結核 菌 ノSlidecellculture二 於

ケル血液 ノ攣 化 ハ、或 ル程度迄 コ レラ推察 シ得

ルノ所ナ リ ト信 ズ。

論

(2)更 二血液 二就 キ同一サ ル實験 ラ行 フニ、 コ

レ又大氣 ト接燭 スル事 二依 リ1日 後 二於 テ著 シ

キ水素 「イオ ン」濃 度 ノ減 少 ア リ。

(3)流 動 「パ ラフィン」ラ以 テ大氣 ト接燭 セ シメ

ザル血 漿・血液 ニ アリテハ7日 間 テ 通 ジテソノ

水素 「イオ ン」濃度ハ ソ ノ生理 的正常値 ラ離睨 ズ

ル事僅 カニPHニ テ0.2以 内 ナ リ。
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附 全血液内結核菌培養ワー新法昌就テ

第 一 節 緒 言

結核菌 ノ培養 二當 リテソノ培養基 ノ水素 「イオ

ン」濃度 ガ菌 ノ檜殖 二重大 ナル關係 ラ有 シ、所謂

WachstumsoptimumPHノ 存 シ6.0乃 至6.5

ノ間 二於 テ檜殖 ノ旺盛 ナル事實 ハ夙 二Dernby

u.N乞slund(1922>ノ 説 キタル所 ナ リ。Schade

u・Claussen(1923)モ コ ノ研究 ヲ追試 シ、結核菌

ノ檜殖好適PH/6.2乃 至6.9ノ 間 二存 スル事

テ認 メタ リ。石森(1924>、 井 上(1928)モ 同様 ナ

ル研 究 ノ下二略 ≧前記 ノ成績 トー致 セル結果 ヲ

修 メタ リ。余 モ亦既 二第三篇 二於 テ詳述 セル如

久 「グ リセ リン」加 肉汁培養基 ノPHヲ 炭 酸 「ナ

トリウム」及 ビ盤 酸 テ添加 ス ル事 二依 リテ種 々

二攣化 セ シメ、結核菌苔(當 教 室保有 ノ人型上池

株)テ コレニ移植浮游 セ シメ、檜殖度 テ恒温囁氏

37度 ノ艀卵器 中二経過 テ 追 ヒテ観 察 シ、10日

間培養後 テ基準 シテ好適PH/6.2乃 至6.8ノ

間 二存 スル ラ知 リタ リ。更 二余 ハ容 兎血漿 二就

キ同 ジクソノ水素 「イオン」濃度 テ種々階段 的 二

攣動 セ シメ、 コ レ又PH6.2乃 至6・8ノ 範園 二

於 テ結核菌 ノ増殖最 モ旺盛 ナルヲ認 メタ リ。 コ

レト同時 二血漿 ノ反磨 ガコノ菌檜殖好適圏 ヲ盤

基性側 二、或 ハ酸 性側 二遠 ザ カルニ從 ヒ壇殖度

モ漸次減弱 スル ノ事實 ラ知 リタ リ.

醗 テ弦 二 全血液 テ 以 テスルWrightノ 所 謂

Slidecellcultureナ ル培 養法 テ 見ル ニ、 コ レ

ニ滴下封入 スベ キ血液 ハ コレ結核菌 ノ檜殖 スベ

キ培養基 二他 ナラザル ベキラ以 テ、 コ レガ水素

「イオン」濃度 ト結核菌檜殖 ノ好適水素 「イオン」

濃度 トノ關係 ラ顧慮 スベ キハ蓋 シ必然的 ノ事項

タルベ シo

然ルニ血液 ノ反磨 二封 シ炭酸 ガ重大 ナル關係 ヲ

有 シ、今 一度血液 ガ生艦外 二探 出 セラル ・二及

ベバ、 ソノ反慮 ハ正常値 テ越 ヱ テ遙 カニ盤基側

二移行 スル事實 ハ
、既 二本篇 ノ前孚 二於 テ述 ベ

タル所ナ リ。即 チ恒温37度 二於 テ大氣 ト接燭

セル血液 ハ、7日 間 テ通 ジテソ ノlPHハ8。0内

外 テ示 シ、硫動 「パ ラみ ン」二依 リ大氣遽断 ノ

血液 ハ僅微 ナ ガラ漸次PH上 昇 ノ傾 向 ア リト難

モ、7日 後 二於 テモ術且 ッ ソノ水 素 「イオン」濃

度 ハ血液 ノ正常 ナルPH値 テ離脱 スル事僅 ヵ二

〇・2内外 ナ リキ。

右 ノ事實 ハ全 ク血液 ノ炭酸 瓦斯 ノ散逸 ガ、硫動

「パ ラフィン」二依 リ テ阻止 セ ラレ居ルニ由來 ス

ベ ク、 繍 ト接燭 セ シ血液列 ト封比 シソノPH

ハ ヨリ生理的 自然 的ナ リト君 ハザルラ得 ズ。更

二極言 セバ硫動 「パ ラフィンJ二 依 リテ大氣 ト遮

断 セラレタル血液 ハ、水 素「イオ ン」濃度 ナル見

地 ヨリス レバ大氣 ト接燭 シタル血液 ヨリモ、 ヨ

リ結核 菌檜殖好適PH圏 二近接 セルモ ノ ト断 ジ

得 ベ シ。

抑 モSlidecellculture二 於 テ結核菌 ノ増殖 ス

ル ト否 トガ吾人 ノ興味 テ引 ク所以 ノモノハ、1

≧該 血液 中既存 ノ特異拉 二非特異性結核菌増殖

阻止物質 ノ浦長 ヲ窺知 シ得 ル黙 二存 スベ キテ以

テ、菌 ノ檜殖 二影響 ラ齎 ラス〈ごキ他 ノ要素 ハ極

力 コレテ均一 ナ ラシムルカ、或 ハ全 ク除 去 シ置

クテ以 テ理 想 トナスベ ク、Slidecellculture

二於 ケ ル 全血液 モ理論的 ニハ ソノPHテ ー一定

二、而 モ菌増殖好適PH二 維持 シ置 クベキモ ノ

ナルベ シ。

以上 ノ事 由二依 リ余 ハ 探 血 ヨ リ培養完 了迄 ノ

Slidecellcultureノ 全操 作 ヲ 総 テ流動 「パ ラ

フィン」中二實施 シ、 以 テ血液水素 「イオン」濃度

ノ大氣 二影響 セ ラル ・テ防止 シ、該血液PHラ

シテ極力 ソノ正 常値 二維持 セシメ、且 ツ滴 下封

入後 ノ血液 ノ濃縮 乾燥等 ノ憂 ヒテ防止 シ得 ルー

方 法 テ創意 セ リ.

第 二 節 培 養 術 式

第一項 實験準備

結核 菌浮游液 ノ調製 馬鈴 薯培養 ノモ ノナ レバ

囁氏37度 ニ テ約2乃 至3週 間培 養 セルモ ノ ・

申 ニテ、登育良好 ノモ ノテ撰 プベ シ。

先 ヅ菌苔 ヲ'探集 シ乾燥滅菌 セル濾紙小片 二狭 ミ、
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輕 ク歴 シテ水分 テ去 リタル後、菌塊 テ秤量 シ、

之 ラ葦馬璃鉢 ニテ磨 リツブ シツ ・一定量 ノ生理的

食盤水 テ加 フ。菌量 ハ食盤水1蝿 二封 シ1竈 ノ

割合 トナ シ、斯 クシテ製 シタル菌浮游液 ハ遠心

沈 澱器 二掛 ケ、略k1分 間3同 轄 ニ テ5分 間遠

心沈澱 シ、更 ニソ ノ上澄液 ラ探 リテ5分 間遠心

沈 澱 テ繰 返 ス。 コ ノ第2回 目 ノ遠心沈澱 ニテ得

タル上澄液 ハ郎 チ實験 二供 スベ キモ ノナ リ。

實験 二供 スベ キ菌浮游液 ハ毎 回實験前 二調製 シ

タル モ ノニ シテ、調製後時間 テ経過 セルセ ノハ

使 用 スベ カ ラザル ナ リ。

培 養上必要 ナ ル 用具 ノ準備 幅20糎 ・長 サ30

糎 ・深 サ4糎 鹸 リノ底面 ノ水李 ナ ル 磁製李鉢 テ

豫 メ乾燥滅菌 シ置 クベ シ。尚 コ ノ他 ニ ヨク清洗

脱脂 セル載物硝子 テ更 二乾燥滅菌 シ、 ソノ孚薮

ニハ固型 ドパ ラフ{ン 」ノ溶融 セルテ、毛筆 ラ以 テ

ソノ表面 二井桁駄 ノ割線 ラ叢 ク。コノ固型 「パ ラ

フィン」ノ劃線 ノ目的 ハ、培養 スル ニ當 リラ2枚

ノ載物 硝子 二間隙 ラ生 ゼ シムル ト共 二、1血液 ノ

載 物硝 子間隙外 二溢 流 ス ル 季 防止 セ ンガ爲ナ

リ。

固型 「パ ラフ,ン 」二壷 キタル劃線 テ 圖示 セバ左

ノ如 シ。

1一究オ一
菌液及 ビ 血液混合用試験管 ノ準備 口径0.8

糎 ・長 サ10糎 絵 リナル小試験 管 テ数10本 用意

シ、何 レモ清洗 ノ上乾燥滅菌 シ、次 デ各試験管

二2乃 至3耗 ノ煮沸滅菌 セ ル流動 「パ ラフ,ン 」

テ充 ス。然 ル後 ソノ試験管底 へ豫 メ調製 シ置 キ

タル結核菌浮游液 ノ0・05琵 テ沈 下 シ置 クベ シ。・

探血法 煮沸滅菌 セル「ツ ベ ル ク リ ン」澁射器

ハ、豫 メ滅菌 セル生理的食盤水 ニテ鍬 同洗糠 シ、

然 ル後家 兎及 ビ海猿 ナ ラバ心穿刺 ニ ヨ リ左心室

ヨ リ動脈 血 テ、人 間 ナラバ肘静脈 ヨ リ静脈 血ラ

探取 シ之 ヲ直 チニ培養 二供 ス。

流 動 「パ ラフfン 」 豫 メ 「コッホ」釜 ニテ30分 間

蒸氣滅菌 セルモ ノラ1乃 至2冠 用意 シ置 クベ

シo

第二項 培 養操作

菌液血液 トテ混合 ス ベ キ 小試験管(流 動 「パラ

フィン」ト結核菌浮游液O・05ト ラ入 レ置 ケ リ)テ

トリ、 ソノ管底菌俘游液 ノ沈下 セル所 ニテ血液

ト薗俘 游液 トラ混合 ス.探 血 二當 リテハー慮注

射器筒 内ヲ、炭酸 ヲ含 有 セザル生理 的食盤水 デ

以 テ洗縢 シ、針接 合部拉 二油射 針内ハ コノ食盤

水 ラ以 テ充填 シ置 クベ シ。斯 クテ心臓若 シクハ

静脈穿 刺 二依 リ血液 テ吸引 スル時ハ、注射器 内

二氣泡 ノ混 入スル儂 レナ ク、從 テ血液 トコレト

ガ接鰯 スル事 ナ シ。斯 クノ如 ク シテ探取 セル血

液 ハ、 コノ注射器 デ前述 ノ試験管底 ニ ソノマ ・

描 入 シ、獄同歴 出吸引 テ交 々行 ヒ充分菌浮游液

ト混和 ス。菌浮游液0・05耗 二封 シ血液 ハO・A5

耗 ノ割合 トナス。 爾 コ ノ操作前 二磁 製李鉢 二7

分 通 リノ流動 「バ ラフボン」テ充 満 セ シメ、コノ李

鉢 ノ底面 ニハ豫 メ固型 ジパ ラフ{ン 」ノ割邊 ラ叢

キ タル載物 硝子 テ沈下配列 シ置 クテ要 ス。 コノ

劃線 ニテ園 マ レタル井桁 ノ中心部 二、菌血液 ノ

混合液 テ滴下 シ、直 チニ ソノ上テ他 ノ載物硝子

テ以 テ被覆 ス。

然 ル時 ハ結核菌 ノ播 種 セ ラレタル血液 ハ、雨載

物硝子板 ノ間隙 二操作 ノ始 メヨリ完全 二室氣 ト

遮噺 セラ レテ不整圓形」叉ハ圓形 ノ層 ヲナ シテ閉

鎖封 入 セラ レ、 ヤガテコ レハ凝固 シテ膜駄 テ呈

スルニ至 ル.

操 作 ヲ完 了 セルモ ノハ コレテ李鉢 ノ マ ・揚氏

37度 ノ艀卵器器 内二納 メ、一定時 日培養 ノ後探

出 シテ標本 ラ作製 ス。

第三項 標本作製

結核 菌 ニア リテハソ ノ培養期間 ハ3乃 至5日 間

トス。期 間中卿卵器 内二納 メタル培養用李鉢ラ

取 出 シ、流重がパ ラフィン」中二沈下 セル載物硝子

ラ引 キ上グ、刀 ラ2枚 ノ硲 千間隙 二描 入 シテ徐

々二離 ス。 然ル トキハ凝 固 セル血液膜 ハ何 レカ

ー方 ノ硝 子面 二糊著 スルモ ノナ リ
。血液膜 ノ糊

著 セル載物硝子 へ 先 ヅ10%「 フiル マリン」水
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溶液凡 ソ500琵 二4、5滴 ノ氷 酷酸 ラ滴 下 セル溶

液 二浸 ス。斯 クスル事30分 乃 至1時 間 ニ シテ赤

血球ハ破壌溶解 シ、血液膜 ハ白色 ノ薄膜 トナ リ

テ殺菌 固定 セ ラル。次 デコ ノモ ノハ充分 二水 洗

シ、「フ。ルマ リンJ及 ビ氷 酷酸 ラ完全 二除 去 シ

タル上、室温 二放置 シテ更 二硝子 面上 ノ水分 ラ

蒸散 セ シム。然 レドモ硝 子面 ハ翁附著 セル流動

「パラフィンJ二 依 リテ著 シ ク汚染 セ ラレ居 ルテ

以 テ、更 二石油 「ベ ンヂ ンJ中 二浸 ス稽 シ。5乃

至10分 時 ニ シテ石油 「ベ ンヂ ンJ中 ヨリ引上 グ

ル トキへ 舷 二美麗 ナル標本 テ得 ベ シ。

結核菌 ノ染 色ハ「チールネールぜ ンj法 テ以 テ行

フ事、從 來 ノSlidecellculture二 於 ケル ト異

ナル所 ナ シ。

轟 第四項 培養所 見

培養 セル結核菌 ノ増殖 セル ト否 トハ檜殖 ノ著 シ

ク旺盛 ナルモ ノ ・他 ハ コレテ肉眼 的二判定 ナ シ

難 シ。檜殖高度 ノモ ノニテ、 コ レテ光 二透見 ス

ル トキハ紅色 ノ雲歌 トナ リシモノテ、圭 トシテ

標本 ノ周邊部 二近接 シテ 内眼的 二認 ム ル 事 ア

リ。右程度以下 ノ詳細 二至 リテハ到底顯微鏡的

検査 二侯 タザ レバ精査 シ得 ズ.

菌 増殖 ノ著明 ナルモ ノニテへ 弱廓大 じツアイ

ス」接眼鏡 封物鏡AA)ニ テ多撒 ノ紅染 セル不整

形 ノ聚落 ラ認 メ得。 申等度 ノ檜殖 テナ セルモ ノ

ニ於 テモ之 レテ判定 シ得 レ ドモ、檜殖度 ノ輕微

ノモ ノニテハ更 二強廓大(「 ッアイス」接眼鏡3

封物鏡1/121ニ テ鏡検 スベ シ。個 々 ノ聚落 二就

テ見ル ニ、増殖旺盛 ナルモ ノニテハ無数 ノ菌 カ

リ成ル不規則 ナル聚落 テ作 リ、檜殖 ノ輕微 ナル

モノニテハ撒個 ノ菌 ガ松葉状或 ハ束歌 ノ聚 落 テ

形成 セルテ見 ル。

同一標本 内ニ アリテモ聚落 ラ形成 スル菌数 ハ匠

々ニ シテ、殊 二檜殖 中等度以上 ノ標 本 ニテハ多

数 ノ菌 ヨリ成 ル聚落介在 セ リ。爾同一標本 内 二

在 リテモ ソノ場所 二依 リテ壇殖程度 二差等 ノ存

スルア リ
.概 シテ標 本 ノ周邊部 二近接 シテ菌 ノ

登育良好ナルモ ノ多 キガ如 シ。

右周邊部 二於 テ増殖佳良 ノ事 實 ハ.從 來 ノSlide

cellcultureニ テ ハ殊 二著 明 ニ シテ、Wright

モ右 ノ事實 ラ認 メソノ原因 デ結核菌 ノ好氣 性 二

騙 シタ リ。 サレ ド本法 二依 ル結核菌 ノ培養 二在

リテハ、周邊部 ト中心部 トノ別 ナ ク全 ク室氣 ノ

接 鰯 ナキヲ以 テ、周邊部 二聚落多撒 ニ シテ且 ツ

ソノ檜殖 モ良好 ナル理由 ヲー 二結 核菌本來 ノ好

氣性 バ ニハ蹄 シ難 キニ非 ラズヤ。蓋 シ表面張

力 ソノ他 ノ物理學的影響 モー部 コ レニ關與 セル

モ ノナルベ シ。

増殖程度 ラ敷量的 二研究 セ ン爲 ニハ右 二述 ベ タ

ル事實 ハ不都合 ナル爲、G.Meissnerハ 標 本面

ニー檬 ノ増殖度 ラ得 ン トテ、一新法 テ創案 セル

ハ凱 二第一篇 ニテ記述 セル所 ナルモ、余 ハ未 ダ

コ レテ追試 セザ レバ ソノ可否 二就 テ弦 二今 コレ

テ論 ズ能 ハズ。

サ レ ド本培養法 二依 ル標 本 二就 テモ、標本全面

ノ菌檜殖歌態、殊 二増殖比較 的良好 ナル部位 二

於 ケル歌態 テ重要覗 シテ精査比較 ス レバ、該標

本 ノ増殖程度ハ 自ラ明 ラカ トナルモ ノニ シテ、

コ ノ方法 ハ從來 ノSlidecellculture二 於 テ佐

鷹 伊藤 緒方、澁川等 ノ探用 セル所 テ踏襲 シ

テ支障 ナカルベ シ。

本培養法 二於 ケル結核 菌増殖程度 ノ判定基 準ハ

各 自任意 ニコ レテ決 定 シテ可 ナル〈ごキモ、既 二

今村教授 ノ指教 セ ラレタル所 二從 ヒ大罷左 ノ分

類 テ以 テ便 トスベ シ。

第一類(一 〉 封樗 ト異 ラズ即 チ菌 ノ瑳 育増

殖 ラ全 ク認 メザルモ ノ

第二類(± 〉 菌 ハ梢 支登育増殖 シ聚落 ノ多

数 ハ5個 迄 ノ菌 ヨ リナルモ ノ

第三類(+〉 多鍬 ノ聚 落ハ6乃 至10個 ノ
ξ 菌

ヨリ成 ルモ ノ

第四類(十)多 撒 ノ聚落 ハ11乃 至20個 ノ

菌 ヨリ成 ルモ ノ

・ 第五類(帯 〉 多撒 ノ聚落 ガ21乃 至30個 ノ

菌 ヨ リ成 ルモ ノ

第六類 く柵)多 藪 ノ聚落 ガ31個 以上 ノ多

撒 ノ菌 ノ集 團 ヨリ成 ルモ ノ

爾培養操作 テ終 リタル直後 二、搬 氏37度 二置 力
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ヅル封構標本 ヲ作製 シ置 クラ要 ス。 コハ血液 ト

菌液 トノ混合程度 テ知ル ト共二菌液菌艦 ノ状況

ラ實験標本 ト封比精査 センガ爲ナ リ。而モ封照

標本 ノ作製ハ必ズ シモ本培養法 ノ術式二從 フテ

要セズ。從來 ノSlidecellcultureノ 方法二依

リテ作成 スルモ可ナ リ。

叉菌形二依 リテ増殖セルモノカ、或ハ軍 ナル菌

塊ナルカ(時 二凝集反慮 ～)ハ、練習二依 リ容易

ニコレテ鑑別 シ得 ルモノナリ。

第三節 培 養實 験例

余ハ本培養法二依 リテ實験的二海猿全血液内結

核菌 ノ培養ラ試 ミ、更 二我 ガ今村内科外來患者

二就 キテソノ全血液内二於ケル結核菌 ノ壇殖}伏

態ラ検 シタリ。 ソノ大略次 ノ如 シ。

第一項 海猿全血液内結核菌 ノ培養

「ッペルクリン」皮内反慮陰性 ニシテ淋巴腺 ノ腫

脹等 テ認 メザル、健常海狸ラ揮 ピ本培養法二依

リテ全血液内結核菌 ノ壇殖テ検 シタリ。 當初

二三 ノ實験 二於 テ7日 間培養 セシ所、 ソノ檜殖

度ハ豫期以上二旺盛 ニシテ、從來今村教授 ノ指

教 セラ レタル壇殖剰定基準 テ離脱 スル所甚 シカ

リシ爲、余ハ便宜上更 二培養 ノ期間テ短縮 シ左

記 ノ實験成績 ラ得 タリ。

(第6表)健 常海狼全血液内結核菌培養成績
(新培養法二俵ンレ)

健

常
海

猿

性

培

壽
塾

ジ反

亥
ど磨

培

養
成

績

培

養
期

間

B.11 ♂一
舎

蜘 一 什 5日 間一 一
B.12 410 一 什 ,,

B.13 ♂一
♂』

工
♂一
♂一
舎一
舎一
舎一
舎一
♂一
皐

470 一 暮 ,,

B.14 390 一 卦 ,,

B.15 490 一 柵 ,,

B.16 420 一 什 ,,

B.17
多

400一 骨 ,,

B.18 420 一 柵 ,,

B.19 430 一 什 ,,

B。20 380 一 柵 ,,

131 320 一 十 ,妻

132 330 一 骨 P,

133 鋤 1鰯 一 昔 重,

一

134

一
♂一
♀一 欄
♀一
辛一
舎一
舎
7
二
舎一
♀一
♀一
♀

♂一
♀一
皐}
♀一
♂一
舎一
♂一
♂一
舎

380 一 帯 ひ,

135 370 一 赫 糞,

136 370 一 赫 ,○一 皿
137 390 一 柵 ,,

一

138 310 一 柵 費9

139 300 一 十 ,,

140 360 欄 十 ,,

141 350 一 十十 ,,

142 400 幽 十 ,,

}

143 350 一 赫 ,,

144 370 一 骨 ,,

145 390 一 十 ,,

146 330 一 柵 ,,

147 330 一 督 ,,

148 350 一 赫 難,

149 340 一 十 ,》

150 380 一 十 ,,

151 370 一 十 ,3

野
照

5 480 一 十 ,,一
6 510 一 十 ,,

從來Slidece11cultureテ 以 テ結核菌 ノ全血液

内培養 テ行 フニ、健常 海狸全液 内 ニハ増殖旺盛

ナ リトハ夙 二佐藤 。伊藤 ・G.Meissnerモ 経 駿 セ

シ所 ナ リ。 海瞑個 々 二依 リテ菌 ノ檜殖度 二差等

ノ存 スル事 アルハ佐藤 モ コ レテ認 メタルモ、 コ

レラ以 テ動物 ノ個 性 二因 スルモ ノナ リ ト噺 ゼ シ

バG.Meissnerナ リ トス。然 レドモ前諸氏ハ

健常海狸全血液 内 二於 テハ結核菌 ノ増殖 バー般

二旺盛 ナ リ ト主張 セ シモ、全然増殖 テ認 メザ リ

シ例 ハ コレテ記述 セズ。緒方 ハ健常海猿全血液

ヲ以 テスル結核菌 ノSlidecellculture二 於

テ、何等 認 ムベ キ原 因 ナクシテ而 モ結核菌 ノ壇

殖 ノ極 メテ不良 ナル例 ニカナ リ多撒遭遇 シ、全

然 檜殖 テ見ザ リシモ ノ健常海狸 ノ絡撒118頭 中

33頭 、 郎 チ28%テ 算 セル事實 ヲ報告 セリ。 更

二氏 ハ菌 ノ檜殖度 ノ(± 〉(一)ナ ルモ ノヲ以 テ増

殖不良 ト假 定 ス レバ、ソバ全海猿激 ノ58.5%二

相 當 シ、帥 チ試験海獲 ノ約牛激以上ハ増殖不良

ナ リ ト言ヘ リ。 氏モ亦 コ レ等無増殖又ハ増殖不

良 ノ原 因 ヲ海 猿 ノ個性的差異 ナ リ ト噺 定 セリ。

何 レニセ ヨ從來 ノSlideeellculture二 於 テ理
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論上菌増殖 可良 ナルベキ健常海狸 ニテ、反 ッテ

増殖 ノ著 シク不良 ノ結果 ラ見 ルモノ多 キハ余 モ

亦厘 ≧コ レテ経験 セ シ所 ナ リ。

然 ル ニ健常海狸31頭 二就 キ行 ヒタル第1表 ノ

成績 テ見ルへ 本培 養法 二依 ルモノハ ソノ全般

二面 リテ増殖旺盛 ナ リキ。31頭 ノ少数 ナル實験

ラ以 テ緒方 ノ11$頭 ノ實験 ト対比 スルハ潜越 モ

甚 シト難 モ、緒方 ノ言 ヘル が如 ク58.5%ノ 高 率

二於 テ増殖不良 ナルモ ノア リセバ、31頭 ノ余 ノ

場合 二於 テモ、幾分 カ ノ比率 二於 テコ ノ事實 ハ

褒現 シテ可 ナルベ シ、然 ルニ事實ハ コ レニ反 ス。

コノ原因ハ__...二緒 方 ノ場合 ト余 ノ場合 トニ於 ケ

ル培養法 ノ差異 二蹄 スベキモ ノナ ラン。

更 二余 ハ第1表 二提示 セル動物 ノ結核 感染後 ノ

培養 テ試 ミタ リ。 ソノ成績 ハ左 ノ如 シ。

(第7表)結 核感染海狸全血液内結核菌培養成績

(今村及ビ西村法)

結
核
感
染
海
狸

性蕪隣
結核菌 ノ接
種量蚊二部

位、経過
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一
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三
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一 置一
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一 へ}

370
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,,
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一
一 一一,撃
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-
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』

早

匡
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150…'♂380十 一i,,
翼__

　

1511 ♂L_

il

1410、 十
i_

i一 一 　

二
十

}

,,

対
照÷ 畿{一一一i十

,, 結核二罹患
セズ

,,

既 二第一篇二於テ述べタル諸家 ノ文献及 ビ余 ノ

實験成績二見ルモ明カナル如 ク、海狸(家 兎モ同

様)ハ 結核 ノ感染 テ受 クル時ヘ ソノ血液中二結

核菌 ノ増殖テ阻1Lス ベキ作用テ登現 スルモ ノナ

リ。金策7表 ノ培養成績 テ見ルニ第6表 ト比 シ

テソノ増殖度八苦 シク低下セルテ認ムcコ ノ黙

従來 ノ成績 ト全 ク相一致セル所ナ リ。

第二項 肺結核患者 ノ全血液内結

核菌培養

:更三余ハ本培養法テ我 が今村内科 ノ外來患者二

癒用 シテ、次 ノ如キ成績 ヲ得 タリ0(成績 ノー部

ハ昭和9年6月 近畿結核集談會ニテ寳來學士 ノ

報告セル所ナリ)c

外來患者全血液内結核菌培養成績

培養成績
性1病 病 難 階
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知 ラ ント欲 シ、3日 、5日 、7日 ノ経過 ヲ追 ヒ

テ標 本 ラ作製 セ リ。成績 テ通寛 シテ諒知 シ得 ラ

ル ・如 ク、7日 目 ノ標 本 ハ檜殖度著 シク進展 シ

テ反 ツテ培養成績 ノ判 定 二便宜 ナラズ。3日 目

ノモノハ稽 ≧檜殖 度輕 微 二過 グル憾 け リ。余

ハ5日 目ノモノテ探 リテ左記総括 表 テ作 リタ リ。

増殖 度総括表(5日 目ノモノ)

肺結核
病 状

増殖度(5日 目)
計

一 ± 十 十十 柵 柵

健 常 2 1 4 19 13 4 43

疑似症 2 1 3 6 黛 14

停止性 3 2 2 3 2 1露

進行性 16 5 6 4 2i 33
重 症 黛 3, 4団 9 護

合計111名

9

右5日 目 ノ檜殖度 テ総括 スルニ健常 ニ シテ胸部

二異常 テ認 メザルモ ノハ ソノ大多数 二於 テ壇殖

ハ良好 ナ リ。殊 二(什)及(惜)ノ 増殖度 テ示 セル

モノ多 シ。疑似症 ノ例 ハ 僅 力14例 二過 ギザル

テ以 テ結 論的償値 ナキモ、(十)ノ モ ノ多 キ ガ如

シ。停 止性 ハ更 ニ ソノ例 紗 クコ レニ於 テハ ソノ

何 レニ檜殖 ノ傾向 アルヤ判 定 シ難 シ。次 二33例

ノ進行性 ノモ ノニ於 テハ(一)ハ 断然多数 ニ シテ

16例(±)5例(十)6例 ア リ。檜殖 ノ良好 ト見 ル

ベキ(什 〉及 ビ(辮 〉ハ合 セテ6例 ア リ
。重症 ハ僅

力9例 ナルモ堆擁 セザ ルモ ノナ シ。

以上 ノ實験例 ハ極 メテ少撒 ナ ルラ以 テ コ レニ依

つ テ本培養法 ノ確實 ナル成績 テ推断 シ得 ザルハ

勿論 ナ レドモ、概括 的 二健常人 ノ血液 内ニテハ

結核菌 ノ増殖 ハ旺盛 ニ シテ、進行性肺結核患者

ノ全血液 内ニテハ檜殖 ハ不良 ナルモ ノ多 シ ト言
曹

ζ得 ベ シ。就 二肺結核患者 二就 キ今村教授拉 二

澁川 ハ多数 ノSlidecellcultureテ 實 施 セラ レ、

ソノ診蜥的拉 二豫後的償値 ノ頗 ル重大 ナル ラ力

設 セラレタ リ。 ソノ成績 ト封比 シコノ成績 ハ ソ

ノ籔 二於 テ問題 タラズ.而 モ症歌別 二從 フ檜殖

度轟於 テ確然 タル差異 テ 見得 ザ ル所多 キガ如

シ。 コレ將來 ノ研鑛 二{莫ツベキ所 ナルベ シ。

第 四 節 考 案 拉 二結 論

余 ハ前 二述 ペ タ ル 血液 ノ物理化學的性状 二依

リ、 ソノ水素 「イオ ン」濃度 ノ見地 テ重親 シテ、

從來 ノSlidecellcultureノ 攣 法 タル今村及 ビ

西村法 テ弦 二紹介 セ リ。而 シテ今 日迄結核菌 ハ

好氣性菌 ナ リ トセラ レ、余 モ亦 コレラ信 ズル所

ナルモ、 コノ培養法 ニテハ室氣 ノ介在接鰯 スル

ラ極力否定 セ リ。而 モ本培養法 二依 ル結核菌 ン

曾殖 ノ程度拉 二速度 ハ、從來 ノモ ノニ比 シ優ル

トモ劣 ル所 ナキガ如 シ。 コ レ血液 ハ他 ノ液燈 ト

異 リ多量 ノ酸素 ラ含有 セルニ依 ルナ ランカ。蓋

シコノ鮎 ハ將來 ノ研究 二挨 ヅベキモ ノ ・一 ナル

ベ シ
の

健常或 ハ結核感染動物 テ使用 シテ實験 セル本培

養法 ノ成績 ハ兎モ角 トシ、・臨林上患者血液 二就

キテ検 セル成績 ハ ソノ例 未 ダ少数 ナ リ ト難 モ、

期待 セル如 キ確然 タル結果 ハ コ レヲ得 ザ リキ。 ・

コノ鮎診断的或 ハ豫後 ノ判定 的償値 二於 テ、幾

分劣 ル所 ナ キニ アラザルヤ ノ危惧 ヲ抱 カ シムル

モ ノア レ ド、 コハ爾多敷 ノ實験 テ行 ハザ レバ判

明 シガタク、 コ レ將來 ノ研 究 二挨 ツモ ノ ・ニ ナ

リ。

更 二又本培養法 二依 リテ結核随俘現象(血 満學

的細菌學的)ト 菌檜殖 トノ關係等 ハ 未 ダコ レガ

解 決 二著手 セズ。 コレ向後 ノ研究 二倹 ツキモ ノ

ノ三ナ リ。

本培養法 ノ手技 タルヤ尚簡 易 ナ ラザ ル所多 ク、

而 モソ ノ培養 セル成績 二於 テ從來 ノ成績 二劣 ル

トセバ、本培 養法 ノ臨林的鷹用 贋値 ハ 從來 ノ

Slidecellcultureノ ソ レニー・歩 テ譲 ルモ ノナ

ルベ シ。 サ レ ド今斯 クノ如 キ培 養法 トシテ ノ優

劣 ノ批判 ハ コ レテ將來多数 ノ實験 二約 束 スル事

トシ、 今余 ノ弦 二興味 テ有 スル所 ノモ ノハ水 素

「イオ ン膿 度 ノ見地 ヨリ出登 シ
、室氣 テ遮漸 セ

ル本培 養法 二於 テ、結核菌 ノ檜殖 ガ從來 ノ方法

ヨリモ旺盛 三 シテ、且 ツ ソノ培 養成績 モ例外 ア

リト難 モ大臆 二於 テ先人 ノ業績 二追随 シタル黙

ナ リトス.
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結 論

理論 上血液 水素 「イオン」濃度 ノ慶化 スルテ可及

的避 クル目的 ラ以 テ全血液 内結核菌培養 テ大氣

ト遽断 シ、流動 「パ ラフィン」中 二實施 スルー新

法 テ創案 ス。而 シテ本培養法 二依 リ結核 菌 ノ全

血液 内培養 テ行 フニ、

(ユ)結 核 菌」曾殖 ノ傾 向バー般 二從來 ノ方法 テ以

テ シタル ヨ リ.モ著 シク旺盛 ナ リ。

(2>本 培 養法 二依 リ健康海猿蚊 二結 核感染 海瞑

ノ全血液 内結核菌 ノ培 養 テ行 ヒタルニ、 ソ ノ成

績 ハ從來行 ハ レタル所 ト相 一致 シ、殊 二健康海

猿 ノ實験 二於 テ31例 中、1例 ノ結核菌 ノ増殖 セ

ザル モ ノナ カ リシ事 ハ注 目 スル ニ値 ス。

(3)本 培 養法 ヲ用 ヒ健康人拉 二肺結核患者 ノ全

血液 内結 核菌培養 テ行 ヒタルニ、檜殖絵 リニ旺

盛 二失 シ、從來 ノ方法 ヲ以 テ シタル成績 二比 シ、

梢 篭ソノ臨 休的鷹用慣値 二於 テ遜 色 アルモノ ・

如 シ。

1) Henderson, L. J., Skand. Arch. f. Physiol. 
3. — Americ. J. of Physiol 21. — Journ. of biol. 
Chem. 59. 2)  Hasselbalch u. Lundsgaard, 
Biochem. Zeitschr.  38.77.  1911.  3) Lundsgaard,

Biochem. Zeitschr. 46. 264. 1912.  4) Michaelis 
u. Davidoff,  Biochem. Zeitschr. 46. 131. 1912. 
5) Michaelis,  Wasserstoffionenkonzentration 2. 
Auf 1925.  61,  Hasselch, Biochem. Z. 30. 317.

五、實驗 的結核病竈ノ水素「イオ ン」濃度 二就 テ
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第二章 實験的 「アチ ドー・ぜ」二於ケル各臓器組織

ノ水素「イ才ン」濃度二就テ

第三章 實験的結核病竈局所 二於ケル組織水素 「イ

オソ」濃度二就テ

第四章 総括考案並二結論

(本論文ノ要旨ハ昭和10年 日本結核病學會総會ニテ蛮表 セリ)

第一章 緒 言

組織 ノ水 素「イオン」濃度 二關 スル研 究 ハ血液 ソ

ノ他 ノ夫 レニ比 シテ甚グ砂 ク、而 モ生理 的駄態

拉 二病 的攣化 二於 ケル同濃度 ノ駄態及 ビソ ノ攣

動 二就 テハ未 グ明 ラカナ ラザル黙紗 トセズ。組

織 ノ水素 「4オ ンj濃 度 テ始 メ テ測定 セノレハ ω

Michaelisu.Kramztykニ シテ、氏等 ハ心 ・肝 ・

膵 。筋 肉等 ノ所謂臓器越 幾斯 二就 テコ レテ電氣

的 二測定 シ、 コ レ等臓器 ノ反癒 ハ血液 ノ如 ク監

基牲 二非 ラズ シテ寧 ロ殆 ン ド中性 二近 ク、恐 ラ

ク生理的歌態 ニアル組織水 素「イオ ン」濃度 ハ生

存 時15×10　 7即 チPH=6.83ナ ラ ン ト述 くごタ

リ。(2}Pechsteinハ 同 様 方法 二依 リ蛙 ノ筋肉 ノ

安静時 ト蓮動衰弱後 トテ比較 ン、後者 二於 テ酸

li生イヒセル テ認 メタ リ
。(3》Schade,Neukirchu.

Halpert.ハ 特 殊 ノ皮下電極 テ以 テ皮下組織 ・筋

肉。非炎衝性俘腫液 ・濃汁等 ノPHラ 測定 シ、筋

肉蓮 動直後 ノ酸性化及 ピ炎衝 ハ畢寛所謂局所

「アチ ドー 灼 ニ シテ
、 ソノ急劇 ナルモ ノ程 ソノ

程度 モ 高 キモ ノナ リト報告 セ リ。(4)Schmidt-

mannハP6terfi/Mikromanipulatorテ 使 用

シ、 細胞 内二指示藥 ノ微粒子 ヲ描 人 シ核原形質

ノPHラ 測定 セリ。(5,Stieglitzハ 種 々ナル指示




